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1. はじめに 

- 欧米の写真新聞・写真雑誌 (Berliner Illustrated Zeitung, Vu, Picture Post, Life)の大衆的人気 ⇔ 日本の状況 
- 1920-30年代日本における大衆的婦人雑誌の隆盛 

 
2. 1920年代半ば以前の雑誌写真・視覚表象 

- 口絵欄と本文欄の二部構成 
- 口絵欄の挿絵・写真：附録または本文欄記事の導入的役割 
- 限定された題材 
- 単純なレイアウト（アルバム的レイアウト） 
- 記事表象世界をその外側から説明するような、非常に短い文章の添付（「異質物語世界的」） 
→ 読者と記事表象世界の間にやや距離あり（記事表象世界の内外を隔てる境界がはっきりしているので、読者は記事表

現の媒介性を意識しつつ読む） 
 
3. 1920年代半ば以降登場した雑誌写真・視覚表象 

- 『主婦之友』を中心とする大衆的婦人雑誌が牽引 ← 主婦之友社、1921年に自社の写真部を創設 
- 口絵欄の拡大・充実化（「口絵」から「画報」へ） 
- 様々な新しいスタイルの写真記事 
- 本文欄記事とは独立した写真記事 
- 本文欄の記事にも多くの写真が使用される → 二部構成の脱構築 
- 多様な人々の日常生活を扱う 
- 時系列に写真を並べたレイアウトの登場 
- 直接話法による引用文の多用（記事表象世界の内側から語る語り手＝「等質物語的世界的」） 
→ 読者と記事表象世界（の中の特集対象人物）に親密な関係性（記事表象世界の内外を隔てる境界が薄まっているため、

読者は記事表現の媒介性をあまり意識せずに読む） 
 
4．「透明」な表象世界を目指した制作者たち 

- 「事実」を反映した動画的表現の二次元上の再現に多大なる関心を示していた石川武美（主婦之友社社長・『主婦之

友』主宰）と安河内治一郎（同社写真部初代部長） 
← 音声付動画（トーキー映画、テレビの実用化）に刺激を受ける 
 

5．結論 
- 「想像の共同体」形成への関与 
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